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夏の特別展　「長崎県　東西の海から来た動物たち」
長崎といえば、江戸時代に西洋との交易の窓口となった出島や、隠れて

宗教弾圧に耐えた潜伏キリシタンの遺産など、西洋と日本との交流の歴史
で有名ですが、実は化石もよく見つかる土地です。長崎市の北にある西海
市には、今から約３４００万年前の地層が広がっています。この地層から、
太平洋最古となるカイギュウの化石が発見されたことが、去年の3月に報道
されました。カイギュウは、今生きている動物ではジュゴンやマナティの仲間で、
今のアフリカや地中海辺りで５６００万年前に生まれたと考えられています。ま
た、同じ地層からは「ペンギンモドキ」と呼ばれる、ペンギンにそっくりな姿を
した鵜の仲間の化石も見つかっています。こちらは北アメリカの太平洋岸で
３４００万年前の少し前辺りに誕生したのではないかと考えられています。日本が西洋に出会った土地・長崎は、
はるかな昔も西からやってきたカイギュウと東からやってきたペンギンモドキが出会う場所であったようです。
佐川地質館では、西海市のご協力でこのカイギュウとペンギンモドキの化石をお借りし、夏の特別展「長

崎県　東西の海から来た動物たち」で公開します。長崎の太古の東西交流のロマンに思いを馳せてください。

6月の地質館イベント
6月20日（木）〜9月 1日（日）　夏の特別展「長崎県　東西の海から来た動物たち」
6月23日（日）１２：００〜＆１５：００〜（１０分程度）展示解説「長崎県　東西の海から来た動物たち」
高知大学での日本古生物学会の開催に合わせ、6月24日（月）は臨時開館します。

地質館だより

太平洋最古のカイギュウの化石
（西海市教育委員会提供）
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内　　容：桜座大ホールにあるグランドピアノの有料貸出
日　　時：令和６年６月１日～６月 14日※月曜日を除く
　　　　　９:00 ～ 17:00 ＊１時間単位の利用（連続利用は２時間まで）
料　　金：１時間あたり 1,100 円 
申込方法：桜座窓口もしくは電話 (22-7878) ＊先着順
＊事前のピアノ調律、舞台空調、音響反射板はありません。

日　　時：令和６年９月８日（日）13:00 ～ 17:00（予定）
会　　場：桜座２階ロビー（ホワイエ）
持ち時間：１グループ 15分（設営・撤去時間込）
使用楽器：アコースティック楽器
出演費用：無料
申込方法：桜座窓口もしくは電話（22-7878）応募〆６月 22日
※応募多数の場合、全体のバランス等を考慮し選定となります。予めご了承ください。

音響空間として優れている桜座ロビーでコンサートを開催します。プロ・ア
マ、ジャンルや編成等問いません。音楽好きで人前で演奏してみたい方
など、どなたでも大歓迎ですので、皆さんどしどしご応募ください。


